
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

・国際交流事業への関心は減少しているが、国際情勢の変化と、元々交流を始めた人たちの高齢化が原因と推測。
・国際交流事業参加者については、ホットスプリングス市との交流２０周年記念事業や国際フェアなどの実施、PR活動の強
化により参加者は増加している。
・国内友好都市との交流事業参加者は減少しているが、交流ツアーへの参加者が少なかったため中止せざるを得なかった
など、今後は魅力ある交流事業の構築が必要である。

400 450 500

実績値 303 375 277

国内友好都市交流事
業参加者数

国内友好都市との交流
活動の状況を示す指標

出典：花巻市友好都市交
流委員会
算出：委員会を構成する各
種関係団体における、友
好都市の平塚市、十和田
市との交流事業に参加し
た人数（訪問した人数およ
び受け入れ人数）の合計

人

目標値

5,200 5,300

実績値 3,013 4,859 4,946

国際交流事業参加者
数

市民が世界に目を向け、
様々な地域の文化や風
土を受け入れ、交流して
いる状況を示す指標

各種講座やイベント、
海外からの受入事業等
の参加者及び姉妹都
市等の派遣事業への
参加者の総人数

人

目標値 5,100

実績値 － 40.3 38.7

41.0 42.0 43.0

Ｈ２５
Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

(基準年度)

海外の姉妹、友好、交
流都市との交流など国
際交流に関心のある
市民の割合

年代を問わず多くの市
民が、姉妹・友好都市と
の交流を含む、様々な交
流事業に関心を持って
いる度合いを示す指標

出典：市民アンケート
問：あなたは、海外の姉
妹・友好都市との交流など
国際交流に関心があります
か？
(1)関心がある　(2)どちらか
というと関心がある　(3)関
心がない　(4)どちらともい
えない　　(1)(2)と答えた市
民の割合

％

目標値

現状と課題

・情報通信技術や交通手段の進展により、国の枠を越えた結びつきが加速し、地球規模での人、物、情報等の交流が可能
となっています。
・本市では、海外に６つの交流都市を持ち、長年にわたり様々な交流を継続しており、市民が主体となった活動が広がって
います。
・国を挙げての外国人観光客誘致に向けた取り組みにより、今後は、外国人観光客や定住外国人の増加が予想されます。
・本市は、神奈川県平塚市、青森県十和田市と友好都市提携盟約を結んでおり、青少年交流やスポーツ、文化など幅広い
交流を行っています。

(1)国際理解の醸成
○国際理解を進める機会の提供
　・国際フェアの開催
(2)国際都市化に向けた環境づくり
○様々な国の人の往来や居住に対応する受け入れ環境の整備
　・定住外国人支援事業
○世界に向けた情報発信の充実
　・国際交流情報提供事業
(3)国際交流の推進
○姉妹、友好、交流都市との受け入れや派遣の充実
　・姉妹都市等交流研修事業
(4)国内交流の活性化
○国内友好都市に関する情報の発信
　・市民への友好都市紹介
○国内友好都市との交流に対する支援
　・市民団体交流活動への補助

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４

施策主管
課長名

市川　清志

施策№ 3 施策名 国際都市の推進
施策の

目指す姿

世界に目を向け、様々な地域
の文化や風土を受け入れ、
交流しています

関係課名 地域づくり課

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 評 価 ） 
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政策№ 3-3 政策名 生涯学習の推進
政策の

目指す姿
生涯を通して学び、広い視野
を持ち、活動しています

施策
主管課

生涯学習交流課

－施策評価シート1－



４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証
（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はない
か）

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）

（新たに取り組むべき事業はないか）

６　施策の総合的な評価
（課題）
・国際交流事業への関心が減ってきている。
・国内交流事業への参加者が減ってきている。
　
（今後の方向性）
・国際交流事業については、限られた人だけの交流にとどまらないよう、さらに広く市民が参加できるよう事業を構築する。
・魅力的な交流事業の構築を進めるとともに、効果的な周知を図っていく。

4

友好都市交流推進事業 生涯学習交流課

Ｂ
小学生の交流は将来の交流人
口につながる。少年少女交流キャンプなどにより、国内友好都市（平塚市・十和田市）と交流を行った。

3

姉妹都市等交流推進事業 生涯学習交流課

Ｂ
草の根交流は国交を凌駕。ホッ
トスプリングス交流20周年事業は
PR効果もあった。

国際交流協会が行う青少年海外派遣事業や受け入れ事業を支援。ホットスプリングス市との
姉妹都市提携20周年記念事業の実施。

2

国際都市推進事業 生涯学習交流課

Ｂ
フェイスブック等多くの外国人が
閲覧し、外国人入込客も増加。外国人の居住・往来の増加を図るため、海外への情報発信を行った。公益財団法人花巻国

際交流協会を支援した。

1

在京人会運営支援事業 地域づくり課

Ｃ
運営補助金を交付することで、
つどいの開催や広報誌の発行
が計画通り円滑に行われた。在京人会の運営費を補助。

番
号

事務事業名 担当課 施策
への

貢献度
貢献度の判断理由

事業内容（実績）
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